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一　

日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
北
方

　
（
１
）
国
木
田
独
歩

　
「
北
方
性
」
を
考
え
る
道
筋
と
し
て
、
地
理
的
、
風
土
的
な
観
点
か
ら
日
本
に

お
け
る
東
北
・
北
海
道
の
文
学
の
特
色
を
考
察
す
る
方
法
が
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

は
文
学
的
な
発
想
で
あ
る
が
、「
北
」
と
い
う
字
に
「
背
く
」「
逃
げ
る
」「
や
ぶ

れ
る
、
負
け
る
」「
北
方
に
行
く
」
な
ど
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
視
点

を
お
い
て
、
敗
北
を
覚
悟
し
た
北
方
志
向
、
い
わ
ば
浪
漫
的
精
神
を
考
察
し
て
み

る
方
法
が
あ
る
。
結
果
論
と
云
え
ば
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
北
海
道
に
や
っ
て
き

た
文
学
者
に
共
通
し
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。

　

北
を
目
指
し
た
作
家
た
ち
に
は
幸
田
露
伴
、
国
木
田
独
歩
、
徳
冨
蘆
花
、
石
川

啄
木
、
岩
野
泡
鳴
、
長
田
幹
彦
、
葛
西
善
蔵
、
有
島
武
郎
、
大
町
桂
月
、
鶴
田
知

也
、
橘
外
男
な
ど
が
い
る
。

　

先
ず
国
木
田
独
歩
を
取
り
上
げ
る
。
国
木
田
独
歩
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
国

民
新
聞
社
の
従
軍
記
者
と
し
て
日
清
戦
争
に
派
遣
さ
れ
、「
愛
弟
通
信
」
と
い
う

手
紙
の
形
式
で
現
地
報
告
を
新
聞
に
連
載
し
た
時
か
ら
で
あ
る
。
文
章
が
う
ま
い

う
え
に
戦
争
に
対
す
る
批
判
も
こ
め
ら
れ
て
い
て
評
判
に
な
っ
た
。

　

北
海
道
に
来
る
の
は
明
治
二
十
八
年
九
月
で
あ
る
。
そ
の
三
カ
月
前
、
独
歩
が

二
十
四
歳
の
時
に
佐
々
城
本
支
、
豊
寿
夫
妻
と
出
会
っ
て
い
る
。
佐
々
城
は
医
院

を
経
営
し
て
い
た
。
豊
寿
は
学
者
で
あ
る
父
に
自
由
に
育
て
ら
れ
、
街
中
を
男
装

で
歩
い
た
り
す
る
モ
ダ
ン
な
女
性
だ
っ
た
。
十
七
歳
で
上
京
し
て
フ
ェ
リ
ス
女
学

校
に
学
び
佐
々
城
本
支
と
出
会
っ
て
恋
愛
関
係
に
な
っ
た
。
二
十
五
歳
の
本
支
に

は
妻
子
が
お
り
正
式
に
夫
婦
に
な
っ
た
の
は
、
本
支
が
離
婚
し
た
明
治
十
九
年
で

あ
っ
た
。
豊
寿
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
明
治

十
九
年
に
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
を
設
立
し
て
幹
部
と
し
て
活
躍
す
る
名
流
婦

人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
夫
妻
が
国
民
新
聞
社
と
毎
日
新
聞
社
の
従
軍
記
者

を
自
宅
で
の
晩
餐
会
に
招
待
し
た
。
そ
こ
で
十
七
歳
の
佐
々
城
信
子
と
出
会
い
、

一
カ
月
後
の
日
記
に
、「
吾
愛
恋
を
清
く
深
く
永
く
強
か
ら
し
め
給
へ
。
か
の
少

女
の
愛
を
吾
に
与
へ
給
へ
」
と
書
く
に
い
た
る
。

　

佐
々
城
夫
妻
は
そ
の
こ
ろ
、
北
海
道
室
蘭
の
郊
外
で
農
場
を
経
営
し
て
不
在
地

主
と
し
て
の
収
入
を
得
て
い
て
、独
歩
に
も
北
海
道
開
拓
を
勧
め
た
よ
う
で
あ
る
。

「
欺
か
ざ
る
の
記
」
に
、「
近
頃
、
北
海
道
移
住
、
農
業
を
営
み
独
立
し
た
し
と
の

希
望
起
り
た
り
」
と
記
し
て
い
る
。
信
子
と
の
恋
愛
が
進
む
う
ち
、
信
子
宛
の
手

紙
に
「
未
来
の
妻
よ
」
と
書
い
た
の
が
豊
寿
に
見
つ
か
り
激
し
く
叱
責
さ
れ
た
こ

と
を
信
子
は
独
歩
に
告
げ
た
。
独
歩
は
監
視
さ
れ
て
い
る
信
子
を
つ
れ
だ
し
て
北

海
道
で
二
人
だ
け
の
自
由
な
生
活
を
営
も
う
と
思
い
は
じ
め
る
。
信
子
宛
の
書
簡
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に
、「
吾
れ
等
は
な
ほ
若
し
。
も
し
忍
耐
し
て
こ
の
原
野
に
十
年
を
積
ま
ば
、
お
ん

身
は
わ
ず
か
二
十
八
歳
。
余
は
ま
さ
に
三
十
五
歳
に
し
て
独
立
自
活
に
立
派
な
る
土

地
を
得
、
且
つ
そ
れ
迄
に
す
で
に
文
学
界
に
於
い
て
一
旗
幟
を
建
て
得
べ
し
。
精
神

界
に
お
い
て
一
風
潮
を
起
し
得
べ
し
。
北
海
道
こ
の
壮
大
偉
麗
な
る
新
故
郷
は
必
ず

吾
れ
等
の
為
に
そ
の
一
角
を
供
し
て
こ
の
理
想
を
お
こ
な
わ
し
め
ん
」
と
あ
る
。

　

独
歩
が
佐
々
城
本
支
か
ら
結
婚
の
承
諾
を
取
り
付
け
て
北
海
道
に
旅
立
っ
た
の
は

二
十
八
年
九
月
十
六
日
で
あ
っ
た
。
二
十
日
に
札
幌
農
学
校
の
新
渡
戸
稲
造
を
訪
問

し
、
道
庁
に
も
出
か
け
て
土
地
選
定
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
二
十
五
日
、
空
知
太
駅

で
下
車
し
三
浦
屋
旅
館
に
一
泊
。
翌
日
、
歌
志
内
近
郊
に
九
万
余
坪
の
土
地
を
選
定

し
て
も
ら
い
、二
十
七
日
に
札
幌
に
戻
っ
て
み
る
と
信
子
の
父
か
ら
の
手
紙
が
あ
り
、

信
子
に
ア
メ
リ
カ
行
き
を
勧
め
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
独
歩
は
帰
京
の
決

心
を
し
て
翌
日
札
幌
を
発
っ
た
。
こ
の
と
き
の
い
き
さ
つ
は
小
説「
空
知
川
の
岸
辺
」

（『
青
年
界
』
明
治
三
五
・
一
一
〜
一
二
）
や
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
で
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
） 

有
島
武
郎

　

次
に
、
有
島
武
郎
を
取
り
上
げ
る
。
明
治
二
九
年
、
十
八
歳
で
札
幌
農
学
校
予
科

第
五
年
に
編
入
学
し
た
有
島
は
「
観
想
録
」
と
名
づ
け
た
日
記
に
農
業
へ
の
意
志
を

記
し
て
い
る
。（
明
三
〇
・
五
・
六
）
こ
の
意
志
を
父
に
伝
え
た
か
ど
う
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
四
カ
月
後
に
父
武
は
「
国
有
未
開
地
処
分
法
」
に
よ
る
農
地
の
貸
し
下

げ
出
願
を
し
て
い
る
。
有
島
は
日
記
に
、「
此
に
我
が
前
途
に
来
た
れ
る
一
事
起
こ

れ
り
。
地
積
九
十
六
万
余
坪
、
殆
ん
ど
百
万
に
垂
ん
と
す
。
嗚
呼
、
こ
れ
父
上
が
余

の
為
め
に
購
い
し
所
の
も
に
て
あ
る
な
り
。」
と
感
激
の
文
を
書
い
て
い
る
。
有
島

の
目
指
し
た
農
業
は
、
小
作
人
を
搾
取
す
る
こ
と
の
な
い
神
聖
無
垢
な
事
業
と
し
て

の
農
業
で
あ
っ
た
。
払
い
下
げ
ら
れ
た
土
地
に
は
小
作
人
付
き
で
あ
っ
た
の
で
、
父

の
思
惑
と
対
立
し
、
有
島
の
夢
は
た
ち
ま
ち
挫
折
す
る
。
四
年
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を

経
て
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
英
語
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
翌
年
の
一
九
〇
八
年
、

狩
太
の
農
場
は
武
郎
名
義
と
な
っ
た
。
農
場
主
と
し
て
小
作
人
の
家
を
一
軒
ず
つ
訪

ね
る
う
ち
悩
み
は
深
ま
り
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
若
い
地
主
の
朝
」
と
い
う
小
説
を
思

い
出
し
た
こ
と
が
日
記
に
あ
る
。

　

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
は
有
島
武
郎
が
妻
の
病
気
療
養
の
た
め
札
幌
を
去
っ
た

年
で
あ
る
が
、
こ
の
年
、
父
の
意
志
で
北
海
道
拓
殖
銀
行
か
ら
担
保
流
れ
の
土
地
を

七
千
五
百
万
円
で
買
収
し
て
第
二
農
場
と
し
て
い
る
。
有
島
農
場
は
四
百
四
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
た
。
二
年
後
、
妻
と
父
が
他
界
し
創
作
に
専
念
す
る
と
と
も
に
、
農

場
解
放
を
準
備
し
は
じ
め
て
い
る
。
一
九
一
八
年（
大
正
七
）、武
者
小
路
実
篤
が「
新

し
き
村
」
宣
言
を
し
た
と
き
、有
島
は
「
武
者
小
路
兄
へ
」（「
中
央
公
論
」
大
七
・
七
）

で
、「
未
来
を
約
束
す
る
の
は
滑
稽
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
も
或
る
機
会
の
到
来

と
共
に
、
あ
な
た
の
企
て
ら
れ
た
所
を
何
ら
か
の
形
に
お
い
て
企
て
よ
う
と
思
つ
て

ゐ
ま
す
。
而
し
て
存
分
に
失
敗
し
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。」
と
農
場
解
放
を
暗
示

し
て
い
る
。「
存
分
に
失
敗
し
よ
う
」
と
い
う
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。

　

有
島
は
約
十
二
年
間
北
海
道
に
住
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
後
年
「
北
海
道
に
つ
い
て

の
印
象
」（「
寸
鉄
」
大
一
〇
・
五
）
で
、「
今
ま
で
に
取
り
と
め
て
こ
れ
こ
そ
北
海
道

で
受
け
た
影
響
だ
と
自
覚
す
る
や
う
な
も
の
は
持
つ
て
ゐ
な
い
。
自
分
が
放
漫
な
た

め
そ
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
見
た
こ
と
も
な
い
の
に
依
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
つ
は
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十
二
年
も
北
海
道
で
過
し
な
が
ら
、
碌
々
旅
行
も
せ
ず
、
そ
こ
の
生
活
と
も
深
い
交

渉
を
待
た
な
い
で
暮
し
て
来
た
の
が
原
因
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
ふ
。」
と
書

い
て
い
る
。
実
際
、
札
幌
か
ら
北
へ
は
、
父
の
お
供
で
留
萌
に
行
っ
た
だ
け
で
あ

る
。
都
会
育
ち
で
繊
細
な
感
受
性
を
も
っ
た
有
島
に
と
っ
て
未
開
の
原
生
林
は
恐

怖
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
カ
イ
ン
の
末
裔
」「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
な
ど
の
自
然
描

写
は
実
景
で
は
な
く
想
像
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
有
島
武
郎
研
究

者
ポ
ー
ル
・
ア
ン
ド
ラ
は
そ
の
著
書
『
異
質
の
世
界
・
有
島
武
郎
論
』（
冬
樹
社
、

一
九
八
二
・
一
）
で
、「
小
説
を
通
し
て
行
な
う
有
島
の
北
海
道
へ
の
飛
翔
を
、
日
本

文
化
お
よ
び
社
会
か
ら
脱
し
て
、『
自
然
』
状
態
に
あ
る
理
想
郷
に
入
っ
た
象
徴
と

考
え
て
は
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
、
有
島
に
と
っ
て
北
海
道
は
「
異
質
の
世
界
で
あ

り
、
旅
人
の
目
に
や
さ
し
く
な
つ
か
し
い
も
の
は
何
も
な
い
、
不
調
和
の
世
界
で
あ

る
」
と
書
い
て
い
る
。
圧
倒
的
な
大
自
然
を
前
に
し
て
無
力
さ
を
自
覚
し
た
こ
と
で

人
間
の
内
面
に
目
を
む
け
た
こ
と
が
文
学
へ
の
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
だ
と
言
え
る
。

　
　

二　

樺
太
を
め
ざ
し
た
作
家
た
ち

　
（
１
） 

譲
原
昌
子

　

樺
太
に
渡
っ
た
主
な
文
学
者
に
岩
野
泡
鳴
、寒
川
光
太
郎
、小
熊
秀
雄
、本
庄
陸
男
、

宮
澤
賢
治
、
譲
原
昌
子
、
宮
内
寒
弥
な
ど
が
い
る
。
樺
太
に
居
住
し
た
日
本
文
学
者

で
研
究
さ
れ
て
い
る
ひ
と
り
に
譲
原
昌
子
（
一
九
一
一
〜
一
九
四
九
）
が
い
る
。
作

品
集
『
故
郷
の
岸
』、『
朔
北
の
闘
い
』（
一
九
八
五
）、『
闘
い
・
女
の
宿
』（
一
九
八
八
）

の
三
卷
が
同
成
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
譲
原
昌
子
は
一
九
一
一
年
（
明
治

四
四
）、
茨
城
県
に
生
ま
れ
て
間
も
な
く
北
海
道
空
知
に
養
子
に
出
さ
れ
、
養
父
母

と
樺
太
に
渡
っ
た
。
本
名
舟
橋
き
よ
の
、筆
名
は
ほ
か
に
鷲
津
ゆ
き
。
一
九
二
四
年
、

樺
太
庁
立
豊
原
高
等
女
学
校
入
学
。
一
九
二
九
年
卒
業
し
、
樺
太
落
合
町
の
落
合
第

二
小
学
校
に
勤
務
。
翌
年
父
母
が
離
婚
し
、
母
と
妹
の
生
活
が
き
よ
の
の
肩
に
の
し

か
か
っ
た
。
一
九
三
三
年
、
真
岡
第
二
小
学
校
へ
転
任
。
こ
の
と
き
父
母
が
復
縁
し

一
家
で
真
岡
に
住
ん
だ
。
こ
の
年
に
創
刊
さ
れ
た
「
文
芸
首
都
」（
東
京
）
に
詩
を

投
稿
。
翌
年
父
死
亡
。
一
九
三
六
年
か
ら
鷲
津
ゆ
き
の
筆
名
で
雑
誌
「
樺
太
」
十
二

月
号
に
「
闘
ひ
ー
フ
ユ
の
略
歴
」、
翌
年
二
月
号
に
「
闘
い
ー
母
の
記
録
」
を
発
表
、

こ
れ
を
全
面
的
に
改
稿
し
た
の
が
「
朔
北
の
闘
ひ
」（「
文
芸
首
都
」
昭
和
十
四
・
二
）

で
、
第
九
回
芥
川
賞
の
候
補
カ
ー
ド
に
載
っ
た
。
一
九
四
〇
年
母
死
亡
。
こ
の
年
、

鷲
津
ゆ
き
と
同
姓
同
名
の
人
が
い
た
た
め
譲
原
昌
子
と
筆
名
を
変
え
た
。
一
九
四
一

年
、
十
二
年
間
の
小
学
校
教
員
依
頼
退
職
し
、
翌
年
妹
を
連
れ
て
上
京
、
本
格
的
に

作
家
生
活
を
目
指
し
た
が
結
核
を
患
い
、
一
九
四
九
年
一
月
二
十
四
日
に
清
瀬
の
東

京
療
養
所
で
亡
く
な
っ
た
。
行
年
三
十
七
歳
。
作
品
の
多
く
が
樺
太
取
材
作
で
あ
る
。

　

譲
原
昌
子
の
作
品
集
三
巻
を
通
読
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
上
京
前
の
作
品
の
ほ
う

が
水
準
は
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
き
た
い
こ
と
を
書
け
た
樺
太
時
代
の
作
品

に
価
値
が
あ
る
。
作
品
は
大
き
く
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
め
は「
朔
北
の
闘
ひ
」

に
代
表
さ
れ
る
樺
太
も
の
。
二
つ
め
は
「
抒
情
歌
」
に
代
表
さ
れ
る
自
伝
的
作
品
。

三
つ
め
は
「
故
郷
の
岸
」「
ツ
ン
ド
ラ
の
碑
」
な
ど
の
教
師
も
の
で
あ
る
。
な
か
で

は
樺
太
を
描
写
し
た「
朔
北
の
闘
ひ
」が
す
ぐ
れ
て
い
る
。書
き
出
し
は
こ
う
で
あ
る
。
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「
生
ま
れ
故
郷
ば
か
り
が
国
で
ね
え
。
世
の
中
ぁ
広
い
ど
」
と
、
故
郷
に
見

切
り
を
つ
け
た
人
々
が
、
ぼ
ろ
い
一
攫
千
金
を
夢
み
て
は
、
海
霧
の
深
い
宗
谷

海
峡
を
魚
族
の
よ
う
に
渡
っ
て
く
る
頃
で
あ
っ
た
。
帝
政
露
西
亜
時
代
、
本
土

を
追
放
さ
れ
た
露
人
の
流
摘
地
で
あ
っ
た
樺
太
島
は
、
領
有
後
既
に
第
一
期
創

始
時
代
を
経
て
自
由
移
民
時
代
│
│
森
林
黄
金
時
代
の
波
へ
乗
り
か
け
て
い

た
。
フ
ユ
達
一
家
が
、
所
謂
し
ょ
っ
ぱ
い
河
二
つ
│
│
津
軽
海
峡
と
宗
谷
海
峡

│
│
を
越
え
て
島
へ
渡
っ
て
来
た
の
は
ち
ょ
う
ど
此
の
頃
、
フ
ユ
が
六
つ
、
大

正
六
年
四
月
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
船
内
の
描
写
が
あ
り
、
樺
太
に
夢
を
馳
せ
る
家
族
、
食
い
つ
め
て
流
れ
て

き
た
人
間
、
ジ
ャ
ッ
コ
鹿
と
呼
ば
れ
る
流
れ
者
集
団
な
ど
の
様
子
が
各
地
の
方
言
を

交
え
る
か
た
ち
で
描
か
れ
る
。
フ
ユ
の
眼
を
通
し
て
挿
入
さ
れ
る
風
景
描
写
は
作
者

の
原
風
景
で
あ
ろ
う
。

　
（
２
） 

寒
川
光
太
郎

　

寒
川
光
太
郎
は
一
九
〇
八
年
一
月
一
日
、
父
菅
原
繁
蔵
と
母
ス
エ
の
長
男
と
し
て

北
海
道
留
萌
で
出
生
。
彼
の
父
は
山
形
県
で
生
ま
れ
た
。
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な

り
、
一
九
〇
一
年
北
海
道
に
渡
っ
た
。
一
九
一
二
年
、
上
川
支
庁
の
安
平
志
内
小
学

校
校
長
と
な
る
。

　

光
太
郎
は
一
九
二
一
年
、
サ
ハ
リ
ン
へ
渡
っ
た
。
父
が
サ
ハ
リ
ン
の
栄
浜
郡
落
合

町
字
深
草
に
あ
っ
た
小
学
校
校
長
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。光
太
郎
は
一
九
二
一
年
、

大
泊
中
学
に
入
学
し
た
。

　

一
九
二
三
年
三
月
、
光
太
郎
は
一
学
年
を
終
了
し
た
あ
と
東
京
の
順
天
中
学
校
二

学
年
に
編
入
し
た
。
第
一
回
の
サ
ハ
リ
ン
居
住
は
一
年
半
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
九
月
、

関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
光
太
郎
は
サ
ハ
リ
ン
の
自
宅
に
戻
る
。
一
九
二
四
年
、
札
幌

の
北
海
中
学
校
入
学
。
一
九
二
七
年
、
北
海
中
学
の
四
年
を
終
了
し
法
政
大
学
英
文

科
に
進
み
二
年
後
に
中
退
。
中
国
の
大
連
に
渡
っ
て
新
聞
記
者
を
し
た
。
日
本
の
戻

り
東
京
で
喫
茶
店
を
営
ん
だ
り
し
た
。

　

光
太
郎
が
サ
ハ
リ
ン
に
戻
っ
た
の
は
一
九
三
二
年
で
あ
る
。
こ
の
と
き
父
は
教
員

を
や
め
て
豊
原
の
樺
太
庁
博
物
館
の
嘱
託
で
あ
っ
た
。
光
太
郎
は
館
員
と
し
て
父
の

研
究
助
手
を
つ
と
め
た
。
父
繁
蔵
は
独
学
で
植
物
学
を
研
究
し
て
い
た
。
二
十
八
歳

の
光
太
郎
は
父
が
採
取
し
た
植
物
を
鉛
筆
で
下
図
を
描
い
た
も
の
に
実
物
を
見
な
が

ら
色
つ
け
を
す
る
仕
事
を
手
伝
い
、
三
万
点
を
越
え
る
植
物
図
鑑
の
完
成
に
尽
力
し

た
。
一
九
三
七
年
に
寒
川
光
太
郎
は
上
京
し
て
巌
松
堂
に
つ
と
め
『
樺
太
植
物
図

誌
』（
一
九
三
七
〜
一
九
四
〇
）
の
編
集
に
当
た
っ
た
。
一
九
三
九
年
に
創
刊
し
た

同
人
誌
「
創
作
」
に
発
表
し
た
「
密
猟
者
」
に
よ
っ
て
第
十
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
て

作
家
へ
の
道
を
進
み
は
じ
め
た
。
受
賞
直
後
、
菊
池
寛
の
は
か
ら
い
で
満
州
視
察
に

で
か
け
て
い
る
。
や
が
て
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
直
前
の
一
九
四
一
年
十
二
月
十

日
、
陸
海
軍
報
道
部
は
ド
イ
ツ
のP

K

部
隊
を
摸
倣
し
た
文
学
者
の
徴
用
を
実
施
発

令
し
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
へ
総
勢
八
十
人
あ
ま
り
の
文
学
者
を
派
遣
し
て
文
化
工
作

に
従
事
さ
せ
た
。

　

私
が
「
南
方
徴
用
作
家
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
八
一
年
か
ら
一
年
間
、
国
際
交
流
基
金
か
ら
の
派
遣
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
で
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日
本
文
学
を
教
え
た
こ
と
で
あ
る
。
大
学
の
図
書
館
に
柳
田
泉
の
『
海
洋
文
学
と
南

進
思
想
』（
ラ
ジ
オ
新
書
、
一
九
四
二
・
一
一
）
や
、
寒
川
光
太
郎
の
『
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
酒
壷
』（
東
亜
書
院
、
一
九
四
四
・
一
二
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
国
立
図
書
館
に
日

本
語
新
聞
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
資
料
収
集
が
は
じ
ま
り
、
今

で
は
全
国
に
三
十
人
ぐ
ら
い
の
研
究
者
を
擁
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

寒
川
は
一
九
四
二
年
、
海
軍
報
道
班
員
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
に
徴
用
さ
れ
多
く
の

作
品
を
発
表
。
一
九
四
四
年
に
再
徴
用
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
米
軍
捕
虜
と
な

り
一
九
四
六
年
十
二
月
に
帰
国
し
た
。
戦
後
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
兵
士
遺
骨
収
集

に
奔
走
し
、
国
会
で
遺
骨
収
集
問
題
が
論
議
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
着
け
、『
遺

骨
は
還
ら
ず
』（
一
九
五
二
）
を
刊
行
し
た
。
創
作
活
動
に
復
帰
す
る
こ
と
も
か
な

わ
ず
、
四
度
目
の
妻
の
実
家
が
あ
る
広
島
な
ど
で
暮
ら
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
晩

年
は
不
遇
の
ま
ま
、
一
九
七
七
年
一
月
二
十
五
日
、
六
十
九
歳
で
他
界
し
た
。
寒
川

の
生
涯
は
北
方
に
文
学
の
源
泉
を
見
出
し
な
が
ら
、
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
悲
劇
を
象

徴
し
て
い
る
と
思
う
。

　
（
３
）　

寒
川
の
サ
ハ
リ
ン
取
材
作
品

　

寒
川
の
文
学
を
概
観
す
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
取
材
作
に
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
サ

ハ
リ
ン
取
材
作
に
は
身
辺
の
肉
親
、
知
人
を
扱
っ
た
短
編
、『
海
峡
』『
流
氷
』
な
ど

の
歴
史
小
説
が
あ
る
。「
神
話
」
は
オ
ロ
ッ
コ
族
（
現
在
は
ウ
ィ
ル
タ
と
い
う
）
に

取
材
し
た
作
品
。「
流
氷
」
は
サ
ハ
リ
ン
に
足
を
踏
み
入
れ
た
サ
ン
ダ
ー
人
と
日
本

人
の
話
。「
苔
桃
の
丘
」
は
樺
太
の
樵
夫
の
物
語
。「
漂
流
記
」
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に

取
材
し
た
作
品
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
『
サ
ガ
レ
ン
風
土
記
』（
一
九
四
一
）
で
あ
る
。「
サ
ガ
レ
ン
風

土
記
」
は
南
樺
太
が
サ
ガ
レ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
、
ロ
シ
ア
流
刑
植
民
地
に
入

植
し
た
知
識
人
に
つ
い
て
小
説
風
に
書
い
た
作
品
。
北
欧
の
土
壌
学
者M

博
士
が

流
刑
地
サ
ガ
レ
ン
を
お
と
ず
れ
た
。
ワ
シ
リ
エ
フ
監
獄
長
が
囚
人
に
鞭
打
ち
の
刑
を

す
る
の
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
忠
告
し
た
た
め
、
数
日
間
獄
に
入
れ
ら
れ
る
。
博
士
は

サ
ガ
レ
ン
に
農
業
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
努
力
す
る
。
本
国
に
帰
ら
な
い
と
い
う
博
士

に
監
獄
長
が
八
人
の
囚
人
を
鞭
打
ち
の
刑
に
し
よ
う
と
し
た
時
、
博
士
は
知
事
の
書

類
を
見
せ
る
。
そ
れ
は
、
八
人
の
囚
人
を
開
拓
要
員
と
し
て
よ
い
と
い
う
許
可
書
で

あ
っ
た
。

　
（
４
）　

先
住
民
族
の
問
題

　

近
代
文
学
の
中
の
ア
イ
ヌ
像
は
、
幸
田
露
伴
「
雪
紛
々
」（「
読
売
新
聞
」

一
八
八
九
）、
中
条
百
合
子
「
風
に
乗
っ
て
来
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」（
一
九
一
八

年
執
筆
、
発
表
は
没
後
の
一
九
五
〇
年
）、
秋
田
雨
雀
「
国
境
の
夜
」（「
新
小

説
」
一
九
二
〇
・
一
〇
）、
長
見
義
三
「
母
胎
よ
り
塚
穴
へ
」（「
小
樽
新
聞
」

一
九
二
九
・
一
・
一
一
〜
二
・
八
）
な
ど
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
長
見
義
三
は
北
海
道
生

ま
れ
の
作
家
で
最
初
に
ア
イ
ヌ
取
材
作
を
て
が
け
た
人
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
、
小

樽
に
生
ま
れ
た
長
見
は
小
樽
中
学
在
学
中
の
一
九
二
四
年
に
母
が
日
高
管
内
の
穂
別

で
料
理
店
を
開
き
、
卒
業
後
三
年
ほ
ど
穂
別
で
暮
ら
し
て
い
る
と
き
ア
イ
ヌ
人
た
ち

と
親
し
く
な
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
札
幌
に
で
て
勤
め
な
が
ら
大
学
受
験
を
め
ざ
し
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て
い
る
と
き
、小
樽
新
聞
三
十
五
周
年
記
念
懸
賞
小
説
募
集
の
広
告
を
見
て
応
募
し
、

一
等
に
当
選
し
た
の
が
「
母
体
よ
り
塚
穴
へ
」（
こ
の
作
品
は
神
谷
忠
孝
編
『
姫
鱒
』

札
幌
・
響
文
社
、
一
九
九
三
・
一
〇
に
収
録
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
ア
イ
ヌ
差

別
や
日
本
人
技
師
と
ア
イ
ヌ
娘
と
の
恋
を
扱
っ
て
い
る
。
長
見
義
三
は
は
そ
の
後
早

大
仏
文
学
科
に
進
み
、
在
学
中
に
「
ホ
ッ
チ
ャ
レ
魚
族
」（「
文
芸
」
一
九
三
五
・
七
）

で
認
め
ら
れ
た
。
単
行
本
に
、『
姫
鱒
』（
砂
子
屋
書
房
、
一
九
三
九
）、『
別
れ
の
表

情
』（
宮
越
太
陽
堂
、
一
九
四
〇
）、『
燃
ゆ
る
告
白
』（
春
陽
堂
、
一
九
四
一
）、『
ア

イ
ヌ
の
学
校
』（
大
観
堂
、
一
九
四
二
）
な
ど
が
あ
る
。
一
九
四
二
年
以
後
は
北
海

道
に
住
み
、『
ち
と
せ
地
名
散
歩
』（
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
七
六
）、『
白
猿
記
』（
同
、

一
九
七
七
）な
ど
を
刊
行
し
、一
九
九
四
年
四
月
二
十
一
日
、八
十
五
歳
で
他
界
し
た
。

　

鶴
田
知
也
の
「
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
記
」（「
小
説
」
一
九
三
五
・
二
）
が
翌
年
に
芥

川
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
文
学
の
題
材
と
し
て
注
目
さ
れ
る
契
機

と
な
っ
た
。
こ
の
小
説
は
ユ
ー
カ
ラ
の
伝
承
に
材
を
と
り
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
和
人
と

の
戦
い
と
死
を
叙
事
詩
的
文
体
で
描
い
て
い
る
。

　

中
野
重
治
の
「
ア
イ
ヌ
学
校
と
民
族
の
問
題
」（「
自
由
」
一
九
三
七
・
一
一
）
は
、

中
山
新
次
郎
の
「
ア
イ
ヌ
学
校
」（「
新
土
」
一
九
三
七
・
一
〇
）
を
と
り
あ
げ
て
い

る
。
同
化
を
拒
み
コ
タ
ン
に
帰
っ
て
ゆ
く
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
に
共
感
し
日
本
の
同

化
を
強
制
す
る
植
民
地
政
策
を
批
判
し
た
評
論
。
戦
後
は
武
田
泰
淳
の
「
森
と
湖
の

ま
つ
り
」（「
世
界
」
一
九
五
五
・
八
〜
一
九
五
八
・
五
）、石
森
延
男
『
コ
タ
ン
の
口
笛
』

（
東
都
書
房
、
一
九
五
七
・
一
二
）
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
が
ア
イ
ヌ
を
滅
び
ゆ
く
民
族

と
し
て
描
い
た
点
に
ア
イ
ヌ
人
か
ら
批
判
が
出
た
。

　

ア
イ
ヌ
人
の
文
学
に
は
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
『
若
き
ウ
タ
リ
に
』（
東
京
堂

一
九
三
一
）、
違
星
北
斗
（
本
名
滝
次
郎
）『
コ
タ
ン
』（
希
望
社
、
一
九
三
〇
）、
森

竹
竹
市
『
原
始
林
』（
ピ
リ
カ
社
、
一
九
三
七
）､

鳩
沢
佐
美
夫
『
遺
稿
若
き
ア
イ

ヌ
の
魂
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
二
）、
江
口
カ
ナ
メ
『
歌
集
ア
ウ
タ
リ
』（
新

泉
社
、
一
九
七
四
）、
萱
野
茂
『
お
れ
の
二
風
谷
』（
す
ず
さ
わ
書
店
、
一
九
七
五
）

な
ど
が
あ
る
。

　

サ
ハ
リ
ン
の
先
住
民
族
に
つ
い
て
は
最
近
、
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
か
ら
『
オ

タ
ス
ー
サ
ハ
リ
ン
北
方
少
数
民
族
の
近
代
史̶

』〈
ニ
コ
ラ
イ
・
ヴ
ィ
シ
ネ
フ
ス
キ
ー

著
・
小
山
内
道
子
訳
〉、『
サ
ハ
リ
ン
の
ウ
イ
ル
タ
』〈
タ
チ
ャ̶

ナ
・
ロ
ー
ン
著
〉、

『
サ
ハ
リ
ン
北
方
先
住
民
族
文
献
集̶

文
芸
作
品
篇
一
九
〇
五
－
四
五
』〈
青
柳
文
吉

編
、
菊
池
俊
彦
序
〉
の
三
冊
が
同
時
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
中
の
文
芸
作
品
篇
を
見

る
と
、
野
口
雨
情
、
北
原
白
秋
、
深
田
久
弥
、
正
宗
白
鳥
、
前
田
河
広
一
郎
、
林
房

雄
な
ど
が
サ
ハ
リ
ン
を
旅
行
し
オ
タ
ス
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
と
ん
ど

の
文
章
が
少
数
民
族
を
「
土
人
」
と
呼
び
文
明
に
遅
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
で
観
察

記
が
書
か
れ
て
い
る
。
中
で
は
寒
川
が
ウ
イ
ル
タ
の
古
老
か
ら
の
聞
き
書
き
を
記
録

し
て
い
る
「
神
話
」
が
、
偏
見
も
先
入
観
も
な
く
、
読
ま
せ
る
。
短
編
集
『
流
氷
』

（
高
山
書
院
、
一
九
四
一
・
二
）
に
収
録
さ
れ
た
「
神
話
」
の
書
き
出
し
は
つ
ぎ
の
通

り
で
あ
る
。

　

オ
ロ
ッ
コ
族
が
シ
ベ
リ
ア
平
原
か
ら
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
島
へ
は
る
か
な
る

漂
白
の
旅
路
を
た
ど
つ
た
の
は
い
つ
の
頃
で
あ
つ
た
ら
う
か
、
時
を
超
越
し
た

そ
の
古
い
悠
久
の
歴
史
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
サ
ハ
リ
ン
島
第
一
の
大
河
ポ

ロ
ナ
イ
川
の
上
流
の
佳
き
緑
の
地
に
達
し
て
住
居
を
つ
く
つ
た
と
き
、
一
族
を
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ひ
き
い
て
き
た
の
は
徳
望
あ
つ
い
シ
ユ
ニ
と
い
う
族
長
だ
つ
た
と
い
は
れ
て
ゐ

る
。

　
　

三　

北
海
道
生
ま
れ
作
家
の
風
景
描
写

　
（
１
）　 

久
保
栄

　

島
木
健
作
は
「
北
海
道
と
文
学
」（『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』
昭
和
一
〇
年
一
月

一
五
日
）
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

北
海
道
を
描
く
と
い
え
ば
、
従
来
人
々
は
そ
の
地
方
色
に
心
ひ
か
れ
た
。
ア

カ
シ
ア
と
い
い
、
エ
ル
ム
と
い
い
、
鈴
蘭
と
い
い
、
雪
と
い
い
、
熊
と
い
い
、

ア
イ
ヌ
と
い
い
│
│
そ
う
い
う
言
葉
の
持
つ
何
か
甘
い
感
情
に
ひ
か
れ
て
、
遠

く
内
地
か
ら
札
幌
の
学
舎
に
行
李
を
と
い
た
学
生
も
多
い
。監
獄
部
屋
と
い
い
、

鰊
場
か
せ
ぎ
と
い
う
が
ご
と
き
血
の
し
た
た
る
労
働
も
、
何
か
浪
漫
的
な
ひ
び

き
を
も
っ
て
人
々
の
耳
に
は
聞
こ
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
仮
面
は
は
が

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
生
活
の
は
げ
し
い
た
た
か
い
の
す
が
た
が
、
正
し
い

リ
ア
リ
ズ
ム
の
見
地
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
北
海
道
の
姿

で
あ
る
と
、
す
べ
て
の
人
々
の
前
に
つ
き
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の

大
き
な
仕
事
を
、
我
々
の
作
家
で
な
く
て
誰
が
一
体
な
し
う
る
と
い
う
の
だ
ろ

う
。

（
北
海
道
文
学
全
集
よ
り
）

　

北
海
道
育
ち
の
作
家
の
多
く
は
有
島
武
郎
の
「
カ
イ
ン
の
末
裔
」
や
「
生
れ
出
づ

る
悩
み
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
小
林
多
喜
二
の
「
不
在
地
主
」（「
中
央
公
論
」

一
九
二
九
・
一
一
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
庄
陸
男
、
早
川
三
代
治
な
ど
の
作
品
に

見
ら
れ
る
風
景
描
写
に
有
島
文
学
と
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
独
自

の
自
然
描
写
を
き
り
ひ
ら
い
た
の
は
久
保
栄
だ
っ
た
。

久
保
栄
『
火
山
灰
地
』（
第
一
部
は
昭
和
十
二･

十
二
、第
二
部
は
十
三
・
七
、雑
誌
『
新

潮
』）│

た
と
へ
ば
半
弦
の
月
の
や
う
に
／
年
の
半
ば
を
冬
に
蝕
ま
れ
／
残
る
半
弦

を
、
春
と
夏
と
秋
と
が
／
あ
わ
た
だ
し
く
染
め
分
け
る
北
日
本
の
四
季
。

　

夏
の
こ
ろ
／
或
る
日
は
雲
ひ
と
つ
な
く
晴
れ
て
／
平
原
の
屋
根
を
つ
く
る
火

山
脈
の
／
山
肌
の
ほ
て
り
さ
へ
身
近
に
せ
ま
り
／
ゴ
ム
輪
に
は
ず
ん
で
畑
へ
鞭

う
つ
馬
の
背
も
／
シ
ャ
ボ
ン
の
や
う
に
泡
立
つ
こ
こ
ろ
よ
さ
／
或
る
日
は
、
ま

た
、
重
く
た
れ
た
雲
の
瞼
が
／
真
夏
に
、
ふ
と
、
冬
の
死
顔
を
う
か
べ
て
／
耕

地
に
ち
ら
ば
る
こ
ぼ
れ
陽
の
一
つ
び
と
つ
を
／
無
慈
悲
に
消
し
て
ゆ
く
曇
り
、

そ
し
て
雨
／
そ
の
さ
だ
ま
ら
な
い
晴
曇
の
も
と
／
雑
草
を
と
り
合
剤
を
撒
く
手

の
ひ
ま
に
も
／
病
虫
と
立
ち
枯
れ
の
二
重
の
予
感
に
お
び
え
／
二
百
十
日
の
暦

を
め
く
つ
て
／
始
め
て
つ
く
農
民
の
た
め
息
の
や
う
な
秋
風
。

　

秋
風
は
／
背
よ
り
も
高
い
玉
蜀
黍
の
／
あ
か
い
ひ
げ
を
吹
き
な
び
か
し
て
海

か
ら
来
る
。
／
穫
り
入
れ
だ
。
／
部
落
部
落
は
、
色
め
き
立
つ
。（
第
二
部
幕

開
き
の
朗
読
）
新
潮
文
庫　

昭
和
二
七
・
一
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（
２
）　

上
西
晴
治

　

上
西
晴
治
は
一
九
二
五
年
一
月
七
日
、
十
勝
管
内
浦
幌
町
に
生
ま
れ
た
。
浦
幌
高

等
小
学
校
を
経
て
札
幌
師
範
付
設
の
小
学
校
准
訓
導
養
成
所
に
進
み
、
一
九
四
二
年

に
卒
業
し
て
十
勝
管
内
西
足
寄
の
国
民
学
校
教
員
と
な
る
。
二
年
後
、
小
樽
の
北
海

道
青
年
学
校
水
産
教
員
臨
時
養
成
所
に
学
び
、
一
九
四
五
年
三
月
に
卒
業
し
て
塩
谷

村
立
青
年
学
校
に
勤
め
た
が
す
ぐ
召
集
を
受
け
て
入
隊
。
九
月
に
復
員
し
、
増
毛
、

札
幌
、
銭
函
な
ど
の
中
学
校
で
教
え
る
か
た
わ
ら
札
幌
文
化
専
門
学
院
夜
間
部
に

通
っ
て
文
学
に
目
覚
め
た
。
一
九
五
一
年
、
大
東
文
化
大
学
文
政
学
部
日
本
文
学
科

三
年
に
編
入
学
し
一
九
五
八
年
卒
業
し
た
。

　

大
学
の
卒
業
論
文
に
有
島
武
郎
を
選
ん
だ
こ
と
で
岩
内
に
木
田
金
次
郎
を
訪

ね
、
木
田
金
次
郎
を
モ
デ
ル
に
し
た
八
木
義
徳
の
「
漁
夫
画
家
」（「
文
学
界
」

一
九
五
二
・
一
〇
）
を
読
ん
で
共
感
し
小
説
を
書
き
は
じ
め
た
。
一
九
五
三
年
か
ら

札
幌
の
高
校
で
国
語
を
教
え
な
が
ら
創
作
を
続
け
、
一
九
六
四
年
七
月
、「
玉
風
の

吹
く
頃
」
で
読
売
短
編
小
説
賞
に
入
選
。「
オ
コ
シ
ッ
プ
の
遺
品
」（「
文
学
展
望
」

一
九
七
七
・
一
）
で
芥
川
賞
候
補
、「
ニ
シ
パ
の
歌
」（「
文
芸
」
一
九
七
七
・
九
）
で

直
木
賞
候
補
と
な
る
。『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
末
裔
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
）
で
北

海
道
新
聞
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。
伊
藤
整
文
学
賞
を
受
賞
し
た
『
十
勝
平
野
』
上
・

下
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
・
二
）
は
、
そ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
作
品
の
集
大
成
と

も
い
う
べ
き
大
河
小
説
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
興
亡
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
こ
の
小

説
は
真
の
意
味
で
の
北
海
道
的
な
文
学
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
に
紹
介
し
た
い
日
本

文
学
と
言
え
る
。

　

第
一
部
・
落
日
篇
は
明
治
期
の
北
海
道
で
ア
イ
ヌ
が
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
オ
コ
シ
ッ
プ
と
い
う
狩
り
の
う
ま
い
若
者
が
い
る
。
弓

矢
の
か
わ
り
に
鉄
砲
を
手
に
い
れ
た
い
と
奔
走
す
る
の
だ
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

な
い
。
父
レ
ウ
カ
は
強
制
労
働
で
ク
ナ
シ
リ
に
連
れ
て
い
か
れ
た
ま
ま
四
年
も
音
沙

汰
が
な
く
、
そ
の
う
ち
死
ん
だ
と
聞
か
さ
れ
ア
イ
ヌ
式
の
葬
式
を
盛
大
に
や
る
場
面

が
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。
シ
ャ
モ
（
和
人
）
は
馬
や
牛
を
導
入
し
て
農
地
を
拡
大

し
、
ア
イ
ヌ
の
犬
が
野
犬
と
な
っ
て
子
牛
を
襲
っ
た
と
い
う
口
実
で
ア
イ
ヌ
が
頼
み

と
す
る
猟
犬
も
殺
さ
れ
る
。

　

第
二
部
・
抵
抗
篇
は
、
食
糧
難
か
ら
オ
コ
シ
ッ
プ
が
牧
場
の
子
馬
を
殺
し
て
た
べ

る
場
面
、
大
熊
と
の
闘
い
、
鮭
の
密
漁
な
ど
が
描
か
れ
る
。
結
婚
し
て
生
活
も
軌
道

に
乗
っ
た
矢
先
、
オ
コ
シ
ッ
プ
が
日
本
人
に
よ
っ
て
殴
り
殺
さ
れ
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。

　

第
三
部
・
苦
闘
篇
は
、
オ
コ
シ
ッ
プ
の
子
供
周
吉
一
家
が
十
勝
太
か
ら
昆
布
刈
石

に
移
っ
た
一
九
一
五
年
か
ら
三
十
年
ぐ
ら
い
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
周
吉
は
牛

を
飼
っ
て
貯
金
を
た
め
土
地
も
手
に
入
れ
て
成
功
し
て
い
く
が
、
馬
四
十
頭
を
日
本

人
に
毒
殺
さ
れ
た
り
す
る
。
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
帝
国
軍
人
に
な
る
こ
と
を
喜
ぶ

ア
イ
ヌ
と
ア
イ
ヌ
独
立
を
め
ざ
す
ふ
た
つ
の
流
れ
が
で
き
る
。
周
吉
の
長
男
は
二
十

歳
で
死
亡
し
、
一
家
の
未
来
は
次
男
の
孝
二
に
託
さ
れ
る
。

　

第
四
部
・
新
生
篇
は
、
孝
二
が
東
京
の
私
立
大
学
を
卒
業
し
、
札
幌
で
高
校
の
国

語
教
師
を
し
な
が
ら
小
説
を
書
き
は
じ
め
る
話
が
中
心
に
な
り
、
孝
二
の
眼
か
ら
見

た
ア
イ
ヌ
問
題
が
浮
か
び
あ
が
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
孝
二
の
受
け
持
ち
の
生
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徒
に
ア
イ
ヌ
の
少
年
が
お
り
、
差
別
を
う
け
て
ぐ
れ
て
い
く
の
を
見
た
孝
二
は
、
生

徒
を
呼
ん
で
「
実
は
僕
も
ア
イ
ヌ
な
ん
だ
」
と
話
す
。
孝
二
は
母
か
ら
身
分
を
あ
き

ら
か
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、戒
め
を
破
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
生
徒
は
「
先
生
は
卑
怯
も
の
だ
っ
」
と
反
発
し
学
校
を
や
め
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
に
な
る
と
宣
言
し
て
去
る
。
孝
二
は
衝
撃
を
う
け
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
の
復

権
を
目
指
す
運
動
に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
孝
二
の
考
え
か
た
が
出
て
い

る
の
は
次
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

「
ア
イ
ヌ
差
別
な
ん
か
、
今
ど
き
あ
る
は
ず
が
な
い
よ
」
と
、
和
人
た
ち
は
平

気
で
言
う
。
し
か
し
、
こ
の
手
で
い
つ
も
煙
に
巻
か
れ
は
ぐ
ら
か
さ
れ
て
、
相

手
の
正
体
さ
え
見
失
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

こ
ん
な
ず
る
い
シ
ャ
モ
を
や
り
込
め
る
に
は
、
や
は
り
ア
イ
ヌ
が
貧
困
か
ら

抜
け
出
し
て
、
堂
々
と
「
独
立
」
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
と
つ
く
づ

く
思
っ
た
。

　

気
が
つ
く
と
、
孝
二
は
札
幌
の
街
を
通
り
抜
け
て
郊
外
を
歩
い
て
い
た
。
し

か
し
、
踵
を
返
し
た
彼
は
、
な
お
考
え
続
け
る
。「
文
学
だ
っ
て
そ
う
だ
」
と

呟
や
い
た
。
違
星
北
斗
の
書
い
た
『
吾
れ
ア
イ
ヌ
也
』
も
、
森
竹
筑
堂
の
書
い

た
『
原
始
林
』
も
、
バ
チ
ラ
ー
八
重
子
の
書
い
た
『
若
き
ウ
タ
リ
に
』
も
、
み

ん
な
、
ス
ズ
ラ
ン
香
る
谷
間
に
、
静
か
に
消
え
ゆ
く
ア
イ
ヌ
の
悲
し
い
歌
だ
っ

た
。
孝
二
は
「
さ
び
し
く
消
え
て
、
そ
れ
で
い
い
わ
け
が
あ
る
も
ん
か
」
と
呟

や
く
。

　

対
雁
文
雄
（
退
学
し
た
生
徒
）
も
、
観
光
協
会
に
勤
め
る
若
者
も
、
ミ
ー
も
、

悲
劇
の
元
は
貧
困
だ
。
孝
二
に
と
っ
て
、貧
困
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
と
「
独
立
」

と
は
別
個
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
孝
二
の
呟
き
は
作
者
の
真
情
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
継
承
し
て
世
界
に
広
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
ア
イ
ヌ

の
人
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

地
里
真
志
保
が
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

　

敗
戦
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
っ
た
。

　

二
、三
日
降
り
続
い
た
雨
が
上
が
っ
て
、
朝
か
ら
西
風
が
唸
り
を
た
て
て
原

野
を
吹
き
抜
け
て
い
た
。
家
内
じ
ゅ
う
の
者
が
家
の
前
の
畑
で
玉
蜀
黍
の
穫
り

入
れ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
突
然
ア
イ
ヌ
の
人
が
訪
ね
て
き
た
。
四
十
年
配

の
小
柄
な
男
で
知
尾
真
佐
雄
と
言
っ
た
。
頬
髭
が
濃
く
、
眼
は
深
く
落
ち
窪
ん

で
い
て
、
ぶ
厚
い
唇
を
突
き
出
す
よ
う
に
し
て
し
ゃ
べ
る
。
知
尾
は
札
幌
に
本

部
の
あ
る
「
ウ
タ
リ
協
会
」
の
者
だ
が
、「
ア
イ
ヌ
差
別
廃
止
」
と
、
和
人
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
「
給
与
地
返
還
」
の
件
で
、G

H
Q

に
歎
願
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
署
名
簿
に
名
前
を
連
ね
て
欲
し
い
、
と
言
っ
た
。

　

周
吉
は
聞
き
な
が
ら
と
う
と
う
動
き
出
し
た
と
思
う
と
、
気
が
昂
ぶ
っ
て
き

て
じ
っ
と
し
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

「『
ウ
タ
リ
協
会
』
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
集
ま
り
な
ん
だ
い
」
と
、
周
吉
が
訊

い
た
。
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「
ウ
タ
リ（
同
胞
）が
協
力
し
あ
っ
て
お
互
い
の
生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
、

戦
前
か
ら
あ
る
団
体
な
ん
で
す
」
と
、
知
尾
は
言
っ
た
。

「
酷
い
ア
イ
ヌ
差
別
が
あ
っ
た
り
、
ア
イ
ヌ
の
人
骨
問
題
が
あ
っ
た
り
し
て
ん

の
に
、
少
し
も
よ
く
な
ら
ね
え
の
は
ど
う
し
て
な
ん
だ
い
」

　

周
吉
は
知
尾
の
顔
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し
て
、
ふ
た
た
び
言
っ
た
。

「
も
う
何
十
年
も
前
か
ら
交
渉
し
て
き
た
ん
で
す
が
、
真
面
目
に
取
り
合
っ
て

は
く
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
ん
ど
はG

H
Q

に
頼
ん
で
見
よ
う
と
思
っ
て
」

　

知
尾
は
唇
を
噛
み
し
め
た
。

「
ア
メ
リ
カ
人
だ
か
ら
、
こ
ん
ど
こ
そ
公
平
に
裁
い
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
、
周
吉
は
思
っ
た
。

　

周
吉
は
字
が
書
け
な
か
っ
た
の
で
、
孝
二
が
代
わ
っ
て
署
名
し
た
。
止
若
、

本
別
、
高
島
、
池
田
な
ど
、
各
地
方
の
同
胞
た
ち
百
人
ほ
ど
の
名
前
が
載
っ
て

い
る
。
歎
願
書
は
ア
イ
ヌ
を
解
放
し
、
ご
ま
か
し
て
取
り
上
げ
た
ア
イ
ヌ
の
給

与
地
を
返
し
て
欲
し
い
、
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
切
々
と
訴
え
て
い
た
。

「
金
が
あ
っ
て
も
教
養
が
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」

　

周
吉
は
う
ら
め
し
げ
に
歎
願
書
を
眺
め
た
。

「
も
っ
と
横
の
繋
が
り
を
持
た
な
い
と
、
強
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
早
く
北
海

道
全
域
の
組
織
を
作
り
た
い
も
の
で
す
」

　

知
尾
は
思
い
詰
め
た
よ
う
に
言
っ
て
、
帰
っ
て
行
っ
た
。（
五
十
一
）

　

昭
和
二
十
三
年
四
月
、
孝
二
は
浦
幌
高
等
小
学
校
当
時
の
担
任
の
先
生
の
す

す
め
で
、
札
幌
師
範
学
校
に
併
設
の
小
学
校
教
員
養
成
所
に
入
所
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。彼
は
食
糧
不
足
の
街
の
暮
ら
し
は
不
安
だ
っ
た
が
、勉
強
が
し
た
か
っ

た
。

　

孝
二
は
出
発
の
朝
、
甲
高
い
流
月
の
嘶
き
で
眼
を
さ
ま
し
た
。

「
流
月
も
お
ま
え
の
首
途
を
祝
福
し
て
く
れ
て
ん
だ
よ
」

　

サ
ト
が
朝
食
の
支
度
を
し
な
が
ら
言
っ
た
。

　

孝
二
は
厩
の
流
月
に
話
し
か
け
、
牧
柵
づ
た
い
に
十
勝
川
の
方
ま
で
回
っ
て

馬
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
た
。

　

日
高
山
脈
は
ま
だ
厚
い
雪
に
お
お
わ
れ
、
朝
夕
は
冷
え
て
い
て
吐
く
息
は
白

か
っ
た
。

　

放
牧
地
は
青
い
新
芽
を
吹
い
て
い
た
が
、十
セ
ン
チ
下
は
堅
く
凍
っ
て
い
た
。

馬
耕
ま
で
に
は
ま
だ
十
日
は
か
か
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。（
五
十
二
）

　

上
西
晴
治
に
は
短
編
小
説
集
と
し
て
、『
ポ
ロ
ヌ
イ
峠
』（
風
濤
社
、
一
九
七
一
）、

『
原
野
の
ま
つ
り
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
二
）、『
ト
カ
プ
チ
の
神
子
た
ち
』（
潮

出
版
社
、
同
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
久
し
く
絶
版
と
な
っ
て
い
た
が
、『
上
西
晴
治

短
編
全
集
』（
風
濤
社
、
二
〇
〇
四
）
が
刊
行
さ
れ
て
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十

勝
地
方
の
ア
イ
ヌ
民
族
を
一
貫
し
て
題
材
に
し
て
い
る
。
北
海
道
に
生
ま
れ
、
ア
イ

ヌ
の
側
に
た
っ
て
書
き
続
け
て
い
る
作
家
は
例
を
み
な
い
。「
ポ
ロ
ヌ
イ
峠
」
に
登

場
す
る
フ
キ
婆
さ
ん
は
、
ア
イ
ヌ
の
子
供
た
ち
を
集
め
て
、
和
人
が
ア
イ
ヌ
民
族
を

圧
迫
し
て
き
た
歴
史
を
語
り
伝
え
て
い
る
。
日
本
の
敗
戦
に
触
れ
て
次
の
よ
う
に
言

う
。
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え
え
気
に
な
っ
て
、
し
ま
い
に
遠
い
外
国
の
方
ま
で
手
を
伸
ば
し
た
べ
え
。

ど
う
な
っ
た
と
思
う
。

│
│
ど
っ
こ
い
柳
の
下
さ
ど
じ
ょ
う
ば
い
る
も
ん
け
え
、
こ
ん
だ
あ
反
対
に
ア

メ
リ
カ
と
か
ロ
ス
ケ
に
さ
ん
ざ
ん
叩
き
の
め
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ね
。
と
う
と
う

ア
イ
ヌ
の
罰
が
あ
た
っ
た
ち
う
わ
け
よ
。

　

フ
キ
婆
さ
ん
の
こ
の
言
葉
は
ア
イ
ヌ
民
族
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
侵
略
さ
れ
た
ア

ジ
ア
諸
国
の
民
衆
の
声
で
も
あ
る
。
上
西
晴
治
の
文
学
は
北
海
道
の
辺
境
か
ら
世
界

を
視
野
に
い
れ
て
日
本
の
近
代
を
告
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
真
の
意
味

で
の
北
海
道
的
な
文
学
が
成
立
し
て
い
る
。
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